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待ち時間が鑑賞時間に！ 
区役所３階の待合スペースがアート空間に

　歴史上の出来事をリズムや、身振り手振りを使って“まるで
見てきたかのように”臨場感たっぷりに語る伝統話芸『講談』。
　１月23日（火）、京都駅ビル開発（株）の「地域共生活動」の�
一環で、下京渉成小学校６年生の皆さんに向けて、講談師・
玉
たまだぎょくしゅうさい

田玉秀斎さんによる出張・出前講談が行われました。
　「今は、テレビやゲームなど面白いものがたくさんありま
すが、一番面白いことは“想像すること”。講談をとおして、
頭の中で配役や景色など自分好みで物語を組み立てて楽しむ
面白さを伝えたい」と玉田さん。
　特に盛り上がったのは、児童の皆さんに好きな食べ物や動
物を紙に書いてもらい、これを題材に即興で物語を組み立て
ていく参加型講談。玉田さんが一人で何役も演じ分けられ、
皆さんの頭の中でもさまざまな情景が展開していった様子。
　「どうしたら話が上手になりますか？」との質問に、「想像し
てワクワク・ドキドキすることが大切。そうすると話すことが
楽しくなって自然とうまくなるよ」と玉田さんは答えます。
　伝統芸能の素晴らしさと、想像することの楽しさを学んだ
時間になりました。

　今年度、下京区体育振興会連合会は、創立70周年を迎えま
した。これを機に、来年度は、世代を問わず「だれもが、い
つでも、どこでも、いつまでも、気軽に自由に楽しめる」
ニュースポーツのうち、モルックとボッチャの大会を新たに
開催します。

　モルックとボッチャは年々競技人口が増えており、今注目
のスポーツです。体力や特別な技術は不要で、初心者でも気
軽に始めることができます。興味のある方は、ぜひお近くの
体育振興会にご連絡ください。

　  地域力推進室総務・防災担当（☎371-7163）問

「想像してワクワク・ドキドキ」出張・出前講談
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講談の魅力を身近に体験

DD

▲勢いにあふれた
　玉田さんの講談に大爆笑

▲実際に高座に座り、
　張り扇を持って講談を
　体験してみました

　春は進学・進級の時期。生活環境の変化に伴い、子どもの非行や犯罪の危険性が高まる時期でも
あります。子どもが発する言動の変化やSOSを見逃さないよう、日頃から様子や言動に関心を持
ちましょう。また、インターネットトラブルを防ぐため、家庭でのコミュニケーションづくりを兼
ねて、インターネットを使用する際のルールを一度話し合ってみましょう。

　〈インターネット使用のルール例〉
　　●利用する場所・時間帯を決める
　　●個人が特定できる情報を書き込まない
　　●�有害情報へのアクセスを制限するため、携帯電話回線、無線LAN、�

アプリでフィルタリングサービスを設定する

　京都府警察では、少年の悩みや非行、犯罪被害等に関して、「ヤングテレホン」を設け、24時間ご
相談を受け付けています。対象者は、20歳未満の方やその保護者・家族の方などです。一人で悩ま
ず、「ヤングテレホン」にご相談ください。
　  下京警察署（☎352-0110）／ヤングテレホン（☎551-7500）問

─ 千年を守る 未来を創る ─ 下京警察署からのお知らせ

赤または青の皮製ボー
ルを投げ、白い球（ジャッ
クボール）にどれだけ近
づけられるかを競う競技
です。東京パラリンピッ
クでは、個人戦で杉村
英孝選手が金メダルを
獲得しました。今年のパ
リパラリンピックも注目
です。

木の棒を投げて、並
べられた数字の書か
れたピンを倒し、点数
を競い合う競技です。
2022年の世界大会に
は、日本代表として、
お笑い芸人の「さらば
青春の光」森田哲矢さ
んが出場したことでも
注目。今夏は北海道
で世界大会が開催さ
れます。“ボッチャ”って？

“モルック”って？

来年度、 モルックとボッチャの大会を
開催します！― 下京区体育振興会連合会 ―

ルールが簡単 で面白い！

運動は苦手だけど
これなら気軽に 

楽しめる！

　京都駅東部エリアに京都市立美術工芸高等学校・京都市立芸術大学が
移転・開校し、文化芸術を基軸としたまちづくりの機運がますます高まる
下京区。
　この度、「定額制絵画レンタルサービス」を展開されている（株）C

カ シ エ
asie様（下京区）にご協力いただき、区役所

３階の待合スペースに絵画の展示が始まりました。
　アートには、心を癒やすリラックス効果があるといわれています。お手続きなどでご来庁の際にご鑑賞�
いただき、ほっと一息ついてもらえたらと思います。
展示にあたり、（株）Casie 取締役　清水宏輔さんより一言いただきました！

子どもの発するS
エスオーエス

OS、見逃していませんか？

　Casieは絵画のレンタルサービスや販売を通して、アーティストが活躍する
機会を増やしていくことを目指しています。
　今回の作品展示が下京区役所に訪れる方々の待ち時間を少しでも豊かな時間
に変えつつ、アーティストにとっても活躍の場となれば嬉しく思います。


